
今
国
会
で
成
立
し
た
医
療
保
険
制
度
改
革
法
で
「
患
者
申
出

療
養
制
度
」
が
新
た
な
枠
組
み
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
下
で
、
患
者
負
担
が
増

大
し
な
い
こ
と
、
非
科
学
的
な
ニ
セ
医
療
が
横
行
し
な
い
こ

と
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
医
療
機
関
で
の
自
由
診
療
と
保

険
診
療
の
併
用
（
混
合
診
療
）
は
行
え
な
い
（
原
則
禁
止
）

こ
と
が
基
本
で
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
下
で
、
保
険
適
用
ま
で
の
間

で
も
混
合
診
療
を
例
外
的
に
認
め
て
い
る
制
度
と
し
て
保
険

外
併
用
療
養
費
制
度
が
あ
り
、
安
全
性
有
効
性
を
確
認
し
た

う
え
で
保
険
適
用
を
め
ざ
す
こ
と
を
前
提
に
１
０
０
種
類
ほ

ど
の
治
療
が
、
自
由
診
療
部
分
を
全
額
自
己
負
担
、
保
険
診

療
部
分
は
保
険
制
度
の
自
己
負
担
（
70
歳
未
満
で
は
３
割
負

担
）
と
し
て
混
合
診
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
何
年
も
保
険
適
用
に
な
ら
な
い
ま
ま
留
め
ら

れ
て
い
る
治
療
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
間
の
患
者
負
担
は
、

年
々
増
大
し
続
け
て
い
ま
す
。
平
均
し
て
自
己
負
担
は
約
80

万
円
。
数
百
万
円
も
す
る
負
担
を
強
い
ら
れ
る
治
療
も
あ
り

ま
す
。

施
行
さ
れ
れ
ば
自
己
負
担
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

そ
こ
で
患
者
会
と
し
て
９
月
９
日
Ｊ
Ｐ
Ａ
（
日
本
難
病
・
疾

病
団
体
協
議
会
）
で
は
、
下
記
の
趣
旨
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

第
一
に
、
混
合
診
療
の
原
則
禁
止
と
い
う
方
針
は
こ
れ
か

ら
も
堅
持
し
て
い
く
こ
と

第
二
に
、
他
に
治
療
の
選
択
肢
が
な
い
患
者
の
た
め
限
定

的
に
行
う
こ
と

第
三
に
、
専
門
の
医
療
機
関
で
安
全
性
、
有
効
性
が
確
認

で
き
る
な
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
保
険
適
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と

第
四
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底

第
五
に
、
審
査
態
勢
の
整
備
、
人
員
配
置
な
ど
予
算
の
裏

付
け
を
明
示
す
る
こ
と

第
六
に
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
に
お
け
る
相
談
員
の
配
置

や
相
談
体
制
の
拡
充

第
七
に
、
「
患
者
申
出
療
養
に
関
す
る
会
議
」
を
必
置
と

し
、
構
成
員
に
当
事
者
団
体
を
代
表
す
る
委
員
を
入
れ

る
こ
と

第
八
に
、
実
施
に
伴
っ
て
重
篤
な
状
態
に
陥
っ
た
患
者
に

つ
い
て
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
公
的
な
保
障
を
行
う

べ
き
で
あ
る

以
上
八
点
に
つ
い
て
中
医
協
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
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これからの予定
１）10月 3日（土）ＪＰＡ全国一斉街頭署名キャンペーン

JR和歌山駅西口 15:00～16:00

２）10月14日（水）対県要望会（患者会と県との話し合い）

県庁北別館２F 大会議室 13:30～

３）11月14日（土）人権フェスタ2015

ビッグホエール 10:00～16:00

４）11月 7日（土）重症筋無力症研修会・交流会

県民文化会館６F特別研修室

（問合せ：県難病子ども保健相談支援センター073-445-0520）


